
【学会奨励賞受賞記録】

受賞年度 氏名 所属 受賞部門 タイトル

西村　和朗 産業医科大学　医学部産科婦人科学 基礎研究
オキシトシンおよびバソプレシンの分泌の性差：視床下部-下垂体系から
みた新たな視点

髙　知恵 大阪公立大学大学院　看護学研究科 看護研究
日本の女子大学生のHPVワクチン接種行動をめぐる意思決定満足に関
連する研究

2024年度（令和6年） 小野　政徳 東京医科大学　産科婦人科学分野 基礎研究 女性医学における時間生物学の応用

宮下　真理子
フェニックスアートクリニック／
東京大学医学部産婦人科学教室

基礎研究
女性のライフプランに合わせたホルモン制御によらない子宮内膜症、子
宮筋腫に対する新規治療薬の開発を目指して

河北　貴子 徳島県立中央病院産婦人科 臨床研究 なぜ更年期症状には個人差があるのか？

2022年度（令和4年) 小貫　麻美子 昭和大学医学部 産婦人科学講座 臨床研究 我が国におけるHPVワクチン接種プログラムの有用性と課題

2021年度（令和3年) 尾臺　珠美
東京医科歯科大学 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
生殖機能協関学／茨城県地域産科婦人科学講座

臨床研究 中高年女性の食・栄養とヘルスケア

2020年度（令和2年) 甲賀　かをり 東京大学大学院医学系研究科 産婦人科学講座 臨床研究 女性のライフステージに応じた子宮内膜症管理に関する研究

伊藤　文武
京都府立医科大学大学院
女性生涯医科学

基礎研究
ホルモン補充療法におけるエストロゲンおよびプロゲストーゲンの動脈硬
化発症リスクへの影響

廣瀬　明日香 東京医科歯科大学医学部附属病院 周産・女性診療科 臨床研究
中高年女性の精神・身体症状の特性、および食品・栄養素がそれらに与
える影響について

原田　美由紀 東京大学医学部産婦人科 基礎研究
卵巣局所因子から見た卵巣機能制御機構
～卵巣機能と女性の健康を考える～

飯野　香理 弘前病院　産婦人科 臨床研究
妊娠時の情報を利用した
将来の心血管疾患予防

北島　百合子 長崎大学産婦人科 基礎研究
エストロゲン欠乏が骨格筋に与える影響と
そのメカニズム

平沢　晃 慶應義塾大学医学部産婦人科学教室 臨床研究
婦人科疾患ゲノム異常の探索と
女性ヘルスケアの個別化

千場　直美
神戸大学大学院保健学研究科
看護学領域母性看護学分野

看護研究 更年期女性のヘルスケア向上に役立つ看護

平成28年度（2016年） 澤田　健二郎 大阪大学医学部産婦人科 臨床研究
ラロキシフェンの骨折抑制効果および女性のヘルスケア向上薬としての
可能性の検討

太田　邦明 那須赤十字病院産婦人科 基礎研究
雌性骨カップリング機構における破骨細胞ｰ骨芽細胞間のクロストーク機
構の解明

松下　宏 愛知医科大学産婦人科 臨床研究 閉経後骨粗鬆症の予防に関する研究

平池　修 東京大学医学部産婦人科 基礎研究
エストロゲン標的組織の病態発症に関与する分子制御機構解明を目的
とした基礎的研究

篠原　康一 愛知医科大学産婦人科 臨床研究 女性医学から見た心血管疾患リスクとしての子宮内膜症とその治療法

平成25年度（2013年） 岡野　浩哉 飯田橋レディースクリニック 臨床研究 更年期医学/女性医学を基礎とした女性ホルモンとの歩み

高橋　一広 山形大学医学部産婦人科 基礎研究
エストロゲンおよび選択的エストロゲン受容体調節薬の抗動脈硬化作用
についての臨床的・基礎的研究

寺内　公一
東京医科歯科大学大学院医歯学総合研究科
女性健康医学講座

臨床研究
婦人科更年期外来受診患者および長期フォロー患者からみたエストロゲ
ン低下を主因とする各種疾患の実態解明とその治療法としてのホルモン
補充療法の意義について

牧田　和也 牧田産婦人科医院 臨床研究 周閉経期・閉経後女性における不眠
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